
令和７年度 札幌市立西野第二小学校「学ぶ力」育成プログラム No.2 

全国学力・学習状況調査結果に係わって 
本校の概要 課 題 改善の方向 

＜国 語＞ 
・「話すこと・聞くこと」について、全国平均とほぼ同程

度であり、話し手の考えと比較しながら、自分の考え
をまとめることができているが、目的や意図に応じ
て、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え
合う内容を検討することが下回っている。 

・「書くこと」について、全国平均を下回っている。特
に、書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段
落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして、
文章の構成を考えことが下回っている。 

・「読むこと」について、全国平均を下回っている。特
に、事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さ
え、文章全体の構成を捉えて要旨を把握することが下
回っている。 

・「言葉の特徴や使い方に関する事項」について、学年
別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく
使うことが、全国平均とほぼ同程度であるが、正しく
使うことができていない漢字もある。 

 
●話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べる

などして考えをまとめること。 
 
 
●目的や相手に応じて文章全体の構成を考えること。 
 
 
 
●文章や資料を関連付けて読み取ったり、展開に即して

内容を的確に押さえながら要旨を捉えたりすること。 
 
 
●漢字など、言語に関する知識を深め、適切に書いたり、

活用したりすること。 

 
○目的を明確にして得た情報と自分の考えを比較しな

がら取材を行うことや、取材で得た知識や情報を分類
したり関係付けたりしながら、自分の考えをまとめて
いく学習活動の充実。 

○読み手の知識や経験を具体的に想定し、それに応じて
書き出しや構成を考えて書く学習活動の充実。 

 
 
○資料と関連付けながら文章読み取ったり、目的に応じ

て文章全体から必要な語や文を選び端的に説明した
りする学習活動の充実。 

 
○漢字のもつ意味を考えながら、文や文章の中での正し

い使い方を習得できるようにする学習活動の充実。 

＜算 数＞ 
・「数と計算」について、全国平均を下回っている。特

に、異分母の分数の加法の計算が下回っている。 
・「図形」について、全国平均を下回っている。特に、平

行四辺形の性質を基に、コンパスを用いて平行四辺形
を作図することが下回っている。 

・「測定」「変化と関係」「データの活用」について、全国
平均を下回っている。特に、伴って変わる二つの数量
の関係に着目し、問題を解決するために必要な数量を
見いだし、知りたい数量の大きさの求め方を式や言葉
を用いて記述することが下回っている。 

 
●少数や分数などの数の意味と表し方、計算の意味や計

算の仕方などについて理解し、正しく計算すること。 
●図形の性質を理解し、位置関係について考えること。 
 
 
●データの分布の傾向を読み取り、分類整理すること。 
 

 
○既習と関連付けながら、数と計算の意味や仕組みにつ

いて理解が深まる学習活動の充実。 
○既習と関連付けながら、図形の位置関係について理解

が深まる学習活動の充実。 
 
○日常の事象など様々な問題場面から、必要な情報を的

確に読み取り、筋道を立てて考えたり、説明したりす
る学習活動の充実。 

 

＜理 科＞ 
・「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」を柱とする領域

について、全国平均を下回っている。 

 
●乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識

を身に付けること。 
●水は温まると体積が増えることを根拠に、海面水位の

上昇した理由を予想し、表現すること。 

 
○電気について多面的に調べる学習活動の充実。 
○水について多面的に調べる活動を通して、妥当な考え

をつくり出す力や主体的に問題解決しようとする態
度を育成する学習活動の充実。 



●ヘチマの花のつくりや受粉についての知識を身に付
けること。 

●赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いに
ついて、結果を基に結論を導いた理由を表現するこ
と。 

○植物について多面的に調べる学習活動の充実。 
 
○土地について多面的に調べる活動を通して、妥当な考

えをつくり出す力や主体的に問題解決しようとする
態度を育成する学習活動の充実。 

 


